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◆ 原 著 
1)  Murakami N, Tanabe K, Morita T, Fujikawa Y, Koseki S, Kajiura S, Nakajima K, Hayashi R. Impact of a six-year project to 
enhance the awareness of community-based palliative care on the place of death. J Palliat Med. 2018 Oct; 21(10): 1494-8. 
2)  Inomata M, Hirai T, Seto Z, Tokui K, Taka C, Okazawa S, Kambara K, Ichikawa T, Imanishi S, Yamada T, Miwa T, Hayashi R, 
Tobe K. Clinical Parameters for Predicting the Survival in Patients with Squamous and Non-squamous-cell NSCLC Receiving 





1)  Matsubara Y, Ando T, Hosokawa A, Mihara H, Takagi H, Nakata N, Yoshita H, Nanjo S, Kajiura S, Fujinami H, Sugiyama T. 
Neuroendocrine carcinoma of the stomach: a response to combination chemotherapy consisting of ramucirumab plus paclitaxel. 
Intern Med. 2018 Mar; 57(5): 671-5. 
2)  Tokunaga M, Nanjo S, Yoshita H, Fujinami H, Watanabe T, Ishii Y, Kobayashi S, Akashi M, Takagi H, Mihara H, Kajiura S, 
Ando T, Hashimoto I, Hojo S, Okumura T, Sugiyama T. Multiple Synchronous Sporadic Gastrointestinal Stromal Tumors in the 
Stomach and Jejunum. Intern Med. 2018 Jun 15; 57(12): 1719-23. 
3)  平井孝弘，神原健太，猪又峰彦，林龍二，井村穣二，戸邉一之．小細胞癌の混在が疑われ経過中に腫瘍マーカーと
組織所見の変化を呈した肺腺癌の 1 例．肺癌．2018 Jun；58(3)：227-30． 
 
◆ 総 説 
1) 安田一朗，長田巧平，小林才人，南條宗八，三原弘，梶浦新也，安藤孝将，田尻和人，藤浪斗．ERCP 後膵炎を最小





特集：選択的胆管挿管 100%をめざして-We’re gonna do it!-．胆と膵．2018；39(12)：1319-23． 
4) 梶浦新也．がん薬物療法専門医講座 がん薬物療法専門医のための模擬テスト 100．腫瘍内科．2018 Jul；22(1)：96． 




1)  Sakumura M, Ando T, Hosokawa A, Yoshita H, Ueda A, Kajiura S, Mihara H, Nanjo S, Fujinami H, Ogawa K, Sugiyama T. 
Mucosal injury of small intestine in patients with gastrointestinal cancer who developed chemotherapy-induced diarrhea (CID). 
ASCO-GI; 2018 Jan 18-20; San Francisco. 
2)  Matsushita M, Ando T, Hosokawa A, Yoshita H, Ueda A, Kajiura S, Mihara H, Nanjo S, Fujinami H, Ogawa K, Sugiyama T. 
Baseline factors associated with acute progression of metastatic lesions after primary tumor resection in patients with 
unresectable colorectal cancer. ASCO-GI; 2018 Jan 18-20; San Francisco. 
3)  作村美穂，安藤孝将，三原弘，細川歩，高木宏明，吉田啓紀，南條宗八，藤浪斗，梶浦新也，杉山敏郎．進行再発
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胃癌に対する化学療法により発生した下痢症における小腸粘膜障害の検討．第 11 回日本カプセル内視鏡学会学術集
会；2018 Feb 10-11；東京． 
4)  田中宏明，徳井宏太郎，岡澤成祐，神原健太，猪又峰彦，山田徹，松井祥子，多喜博文，戸邉一之，林龍二．重症
呼吸不全で発症し、多剤併用免疫抑制療法で救命し得た抗 EJ 抗体陽性急速進行性間質性肺炎の 1 例．第 234 回北陸
地方会；2018 Mar 18；福井． 
5)  長田巧平，三原弘，高木宏明，吉田啓紀，南條宗八，梶浦新也，安藤孝将，藤浪斗，杉山敏郎．当科におけるクロ
ーン病に対するブデソニドの使用経験．第 102 回日本消化器病学会総会；2018 Apr 21-23；東京． 
6)  猪又峰彦，田中宏明，徳井宏太郎，高千紘，岡澤成祐，神原健太，今西信悟，三輪敏郎，林龍二，戸邉一之．PD-1
阻害薬の治療効果と前治療における臨床経過との関連．第 115 回日本内科学会総会・講演会；2018 Apr 13-15；京都． 
7)  岡澤成祐，㔟藤善大，平井孝弘，木戸敏喜，田中宏明，下川一生，徳井宏太郎，高千紘，神原健太，猪又峰彦，今
西信悟，山田徹，林龍二，松井祥子，山本善裕，戸邉一之．疑似電子カルテを用いた咳嗽初診ロールプレイの行動
解析（ポスター）．第 58 回日本呼吸器学会学術講演会；2018 Apr 27-29；大阪． 
8)  㔟藤善大，徳井宏太郎，下川一生，高千紘，岡澤成祐，神原健太，猪又峰彦，今西信悟，市川智巳，山田徹，三輪
敏郎，松井祥子，林龍二，戸邉一之．気道狭窄、心尖部心室瘤，多発肝腫瘤を伴った全身性サルコイドーシスの 1
例．第 41 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会；2018 May 24-25；東京． 
9)  平井孝弘，㔟藤善大，田中宏明，下川一生，徳井宏太郎，高千紘，岡澤成祐，神原健太，今西信悟，山田徹，猪又
峰彦，戸邉一之，林龍二．抗 VGCC 抗体陽性の傍腫瘍性脳炎の 1 例．第 80 回呼吸器合同北陸地方会；2018 Jun 9-10；
金沢． 
10)  梶川清芽，岡澤成祐，㔟藤善大，平井孝弘，徳井宏太郎，高千紘，神原健太，猪又峰彦，今西信悟，市川智巳，戸
邉一之，山田徹，林龍二，松井祥子，山本善裕．MAC に準じた 3 剤治療で解熱が得られた Mycobacterium Shimoidei
感染症の 1 例．第 80 回呼吸器合同北陸地方会；2018 Jun 9-10；金沢． 
11)  山田綾花，安藤孝将，島田清太郎，作村美穂，三原弘，吉田啓紀，南條宗八，梶浦新也，藤浪斗，安田一朗．ニボ




におけるブデソニド注腸フォーム剤の使用経験．第 126 回日本消化器病学会北陸支部例会；2018 Jun 10；福井． 
13)  梶浦新也，高木昭佳，近岡伸悟，松下孝子，深井咲衣，門田彩花，堀川英世，島友子，村上望，林龍二．経口摂取
困難例の疼痛管理において、フェンタニル速放性製剤および貼付剤を使用することは、オピオイド注射薬による管
理期間を減らすことができるか．第 23 回日本緩和医療学会学術大会；2018 Jun 14-16；神戸． 
14)  中嶋和仙，村上望，宮原美恵子，梶浦新也，田辺公一，森田達也，林龍二．緩和ケア病棟から在宅医療移行によっ
て生存期間は短くなるか．第 23 回日本緩和医療学会学術大会；2018 Jun 14-16；神戸． 
15)  徳永麻美，高嶋祐介，南條宗八，吉田啓紀，三原弘，安藤孝将，梶浦新也，藤浪斗，中嶋隆彦，杉山敏郎．免疫不
全症に合併したジアルジア症の 1 例．第 235 回日本内科学会北陸地方会；2018 Jun 17；金沢． 
16)  岡澤成祐，勢藤善大，平井孝弘，田中宏明，徳井宏太郎，高千紘，神原健太，猪又峰彦，今西信悟，市川智巳，山
田徹，三輪敏郎，林龍二，松井祥子，戸邉一之．実臨床上でメポリズマブを使用された重症気管支喘息患者背景と
治療効果の検討．第 67 回日本アレルギー学会学術大会；2018 Jun 22-24；千葉． 
17)  今西信悟，平井孝弘，徳井宏太郎，高千紘，岡澤成祐，神原健太，猪又峰彦，三輪敏郎，戸邉一之，山田徹，林龍
二，松井祥子．ニボルマブ投与中に筋炎を発症し、筋生検を施行した肺扁平上皮癌の 1 例．第 73 回日本肺癌学会北
陸支部学術集会；2018 Jul 7；金沢． 
18)  並河大器，岡澤成祐，平井孝弘，徳井宏太郎，高千紘，神原健太，猪又峰彦，今西信悟，三輪敏郎，戸邉一之，山
田徹，林龍二，松井祥子．TS-1 内服中にサイトメガロウィルス腸炎を発症した肺腺癌の 1 例．第 73 回日本肺癌学
会北陸支部学術集会；2018 Jul 7；金沢． 
19)  安藤孝将，作村美穂，細川歩，高木宏明，吉田啓紀，植田亮，南條宗八，三原弘，藤浪斗，梶浦新也，小川浩平，
杉山敏郎．消化器癌に対するフッ化ピリミジン系抗腫瘍薬に関連した下痢症における小腸粘膜障害の検討．第 16 回
日本臨床腫瘍学会学術集会；2018 Jul 19-21；神戸． 
20)  梶浦新也，林龍二，村上望，中嶋和仙，古市厚志，堀川英世，竹村佳記，島友子，髙木宏明，吉田啓紀，南條宗八，
三原弘，安藤孝将，藤浪斗，三輪敏郎，杉山敏郎．経口摂取困難例におけるフェンタニル速放性製剤と貼付剤によ




敏郎．高齢者の切除不能進行・再発大腸癌における Capecitabine＋bevacizumab 療法の治療成績．第 16 回日本臨床腫
瘍学会学術集会；2018 Jul 19-21；神戸． 
22)  長田巧平，安藤孝将，松原祐樹，作村美穂，中田直克，吉田啓紀，南條宗八，三原弘，植田亮，梶浦新也，藤浪斗，
安田一朗．胃神経内分泌癌に対し Paclitaxel+Ramucirumab 療法を施行した 4 症例の検討．第 58 回北陸胃癌談話会；
2018 Aug 4；金沢． 
23)  吉田啓紀，安藤孝将，島田清太郎，作村美穂，高嶋祐介，南條宗八，三原弘，梶浦新也，藤浪斗，小林由夏，安田
一朗，杉山敏郎．Efficacy of FOLFIRI plus ramucirumab or afribercept therapy in patients with bevacizumab beyond PD 
refractory metastatic colorectal cancer. 第 56 回日本癌治療学会学術集会；2018 Oct 18-20；横浜． 
24)  岡澤成祐，平井孝弘，田中宏明，徳井宏太郎，高千紘，神原健太，猪又峰彦，今西信悟，山田徹，林龍二，松井祥
子，傍島光男，戸邉一之．オシメルチニブ再投与により繰り返し心不全をきたした肺腺癌の 1 例．第 81 回呼吸器合
同北陸地方会；2018 Oct 27-28；福井． 
25)  徳井宏太郎，平井孝弘，田中宏明，下川一生，高千紘，岡澤成祐，神原健太，今西信悟，山田徹，三輪敏郎，松井
祥子，猪又峰彦，戸邉一之，林龍二．肺 Mycobacterium shinjukuense 感染症の 1 例．第 81 回呼吸器合同北陸地方会；
2018 Oct 27-28；福井． 
26)  高嶋祐介，南條宗八，三原弘，二日市有花，島田清太郎，作村美穂，西野貴晶，小林才人，高木宏明，吉田啓紀，
安藤孝将，梶浦新也，藤浪斗，杉山敏郎．クローン病におけるインフリキシマブ・バイオシミラーの有効性，安全
性の検討．第 26 回日本消化器関連学会週間（JDDW2018KOBE）；2018 Nov 1-4；神戸． 
27)  二日市有花，梶浦新也，橋下伊佐也，猪又峰彦，島友子，堀川英世，藤浪斗，安藤孝将，三原弘，南條宗八，吉田
啓紀，高木宏明，西野貴明，島田清太郎，作村美穂，高木昭佳，杉山敏郎．実診療におけるナルデメジンの処方状
況と効果について．第 26 回日本消化器関連学会週間（JDDW2018KOBE）；2018 Nov 1-4；神戸． 
28)  長森正和，安藤孝将，作村美穂，三原弘，横田朋学，高嶋祐介，吉田啓紀，南條宗八，藤浪斗，梶浦新也，安田一
朗．骨髄癌腫症を伴う PS 不良の若年性胃癌に対して FOLFOX 療法を施行した一例．第 127 回日本消化器病学会北
陸支部例会；2018 Nov 18；金沢． 
29)  横田朋学，三原弘，作村美穂，安藤孝将，梶浦新也，田尻和人，藤浪斗，峯村正実，安田一朗．胆管空腸吻合術後
に胆管内に形成された過形成性ポリープを内視鏡的に切除しえた一例．第 112 回日本消化器内視鏡学会北陸支部例
会；2018 Nov 25；金沢． 
30)  村石望，安藤孝将，作村美穂，髙嶋祐介，吉田啓紀，三原弘，南條宗八，藤浪斗，梶浦新也，安田一朗．腸閉塞を
来した腎細胞癌大腸転移の一例．第 112 回日本消化器内視鏡学会北陸支部例会；2018 Nov 25；金沢． 
 
◆ その他 
1) 林龍二．がん診療のトータルサポート～集学的がん診療センターの役割～．かわら版 富山大学附属病院．2018 Jan；
136 号． 
2) 梶浦新也．富山大学の取り組み．富山市民病院緩和ケアセミナー；2018 Jan 13；富山． 
3) 梶浦新也．死が近づいたとき．富山大学附属病院緩和ケアフォローアップ研修会；2018 Jan 27；富山． 
4) 梶浦新也．緩和ケア研修会・緩和ケア合同検討会議について．富山大学附属病院緩和ケア市民公開講座；2018 Feb 18；
富山． 
5) 梶浦新也．緩和ケアのはなし．富山大学附属病院ほほえみサロンミニ講座；2018 Mar 6；富山． 
6) 梶浦新也．富山大学における緩和ケアセンターと緩和ケア病床．第 49 回富山大学附属病院地域連携研修会；2018 Mar 
12；富山． 
7) 林龍二．幸福論．富山市医師会報．2018 Apr． 
8) 林龍二．がんゲノム医療連携病院に選定．富山大学概要．2018． 
9) 梶浦新也．難治性がん疼痛における疼痛治療と便秘対策 －メサドンとナルテメジン－．がん性疼痛治療地域連携
会；2018 May 11；砺波． 
10) 梶浦新也．実診療におけるナルデメジンの処方状況と効果について．第 40 回富山緩和医療研究会；2018 May 19；
富山． 
11) 梶浦新也．がん治療の考え方．富山大学附属病院がん看護専門セミナー；2018 May 24；富山． 
12) 林龍二．ゲノム時代のがん治療．内科学会第 60 回信越支部主催生涯教育講演会；2018 Jun；新潟． 
13) 林龍二．がんゲノム医療 富山大学附属病院の現状．富山市民公開講座；2018 Sep；富山． 
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14) 林龍二．最新のがん治療について．内科学会第 75 回北陸支部生涯教育講演会；2018 Sep；富山． 
15) 林龍二．がんゲノム医療．いっちゃんメディコ．北日本放送．2018 Sep． 
16) 梶浦新也．在宅緩和ケアパスの ICT 化の有用性に関する研究案．第 4 回北陸緩和医療研究会臨床研究懇話会；2018 Sep 
4；金沢． 
17) 梶浦新也．e-learning の復習．富山大学附属病院緩和ケア研修会；2018 Sep 8；富山． 
18) 梶浦新也．e-learning の復習．厚生連高岡病院緩和ケア研修会；2018 Sep 9；高岡． 
19) 梶浦新也．緩和医療領域におけるオピオイド，特にレスキュー薬の使用．第 23 回高岡医療圏在宅・緩和医療懇話会；
2018 Sep 15；高岡． 
20) 梶浦新也．パネルディスカッション．富山大学附属病院がんゲノム市民公開講座；2018 Sep 25；富山． 
21) 梶浦新也．遺伝子パネル検査について．富山大学附属病院がんゲノム医療キックオフミーティング；2018 Sep 25；
富山． 
22) 林龍二．肺がんのお話し．富山大学附属病院がん相談支援センター「茶話会」．2018 Oct． 
23) 梶浦新也．がん治療に用いられるオピオイド．緩和医療を考える会；2018 Oct 5；富山． 
24) 梶浦新也．がん治療に用いられるオピオイド．協和発酵キリン社内勉強会；2018 Oct 20；富山． 
25) 梶浦新也．富山大学緩和ケア病床．富山緩和ケアセミナー；2018 Oct 23；富山． 
26) 林龍二．がんゲノム医療とは．アルスの礎．チューリップテレビ．2018 Nov． 
27) 梶浦新也．在宅緩和ケアパスの ICT 化の有用性に関する研究．緩和ケアにおける高岡医療圏がん拠点病院ピアレビ
ュー及び医療圏内課題協議会；2018 Nov 11；高岡． 
28) 梶浦新也．がん治療に用いられるオピオイド．Pharmacist Small Seminar；2018 Dec 11；富山． 
29) 梶浦新也．がん治療で大切なこと －早期からの緩和ケア・がんの標準治療とは－．第 2 回北信がんプロ合同市民公
開講座・県民公開シンポジウム；2018 Dec 16；福井． 
附属病院
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